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はじめに

•自己紹介
名前：しち

職業：普通のテスター

テスト設計コンテストは

初めての出場



今回のテスト設計の背景

ASTER社様
QF

クラウドサービスとして
提供

QF

QF

QF

Ver.1

Ver.2

Ver.3

リリースの機会が増えている
→次のVersion Upまでが短い

短い

短い



ステークホルダー図

しち

ASTER

社様

QF

ユーザー（テストする

人々）

テスト管理ツールを使用した

い

（使用して課題を解決した

い）

お客様の課題を解決

するツールを早くリリー

スしたい（頻繁に）

早くリリースすることを

手助けすることが

ユーザーの課題解決

につながる

ここにフォーカス



テスト設計で目指すこと

・頻繁なリリースに耐え得るテスト設計案

①確認する優先度を決めてテスト範囲絞込

②テスト設計プロセス効率化



テスト設計で目指すこと

・頻繁なリリースに耐え得るテスト設計案

①確認する優先度を決めてテスト範囲絞込

②テスト設計プロセス効率化



テスト設計で目指すこと

テスト分析・設計・実装

ソフトウェア開発全体にかかる時間

毎回のリリースで
発生するこの部分を短縮する



どのように
テスト設計プロセスを
効率化するか



テスト設計で目指すこと

・テスト設計（2回目以降のリリース）で時
間がかかる箇所

①既存箇所の影響分析

②整頓されていないテストケースのメンテ
ナンス（手動→自動化など）



テスト設計で目指すこと

・予選から決勝の変更点

「要求→要件→テストケース」の表を削
除

画面ベースの全体図を元に共通している
ところを見つけ、そこからテストを組み
立てる方向に一本化



テスト設計で目指すこと

・予選から決勝の変更点

理由：

「要求→要件→テストケース」の表が
あったとしてテスト設計の短縮に繋がら
ないと考えたため



テスト設計で目指すこと

・予選から決勝の変更点

「要求→要件→テストケース」のがあっ
たとしてまったく要求分析をしないわけ
ではない

→相対的にテスト設計時間短縮が見込め
る割合が低い



テスト設計で目指すこと

・テスト設計（2回目以降のリリース）で時
間がかかる箇所

①既存箇所の影響分析
→全体を俯瞰できる図を作る

②整頓されていないテストケースのメンテ
ナンス（手動→自動化など）
→最初にある程度整頓して作る



画面の全体図

①既存箇所の影響分析

→画面全体を俯瞰できる図を作成

・共通箇所が分かるようにする

・共通している箇所は共通のテストケー
スを設計する



画面の全体図

目的：

・影響分析時間の短縮

・共通箇所の重複設計防止、更新漏れ軽
減



画面の全体図

画面をグルーピングし

それぞれの画面の機能を貼った図を作
る

共通している機能は共通した色にする。

（一目で共通した作りを見やすくする
ため）



画面の全体図

全体図を俯瞰して、同じ
構造をしている箇所を突
き止める



画面の全体図

同じつくりをして
いる画面をグルー
ピングする



画面の全体図

グルーピングした
画面に対して観点
を分析していく



画面の全体図

観点一覧表を段階的に詳細化し、テストを実装する



画面の全体図

・共通している画面に対してのテスト→
共通画面で使い回す

・更新があったときも共通画面に対して
作ったテストに追加し、共通画面全てに
展開する



画面の全体図

何が嬉しいか？

・共通した作りをしている箇所について

更新の抜け漏れが防げる

・個別にテスト設計するよりも設計工数
が削減できる



自動化に向く設計

②整頓されていないテストケースのメンテ
ナンス（手動→自動化など）

→自動化に向く箇所は自動化前提でテスト
ケースを書く
・自動化に向く箇所の選別

・テスト条件のキーワード化・手順との分
離



自動化に向く設計

目的：

・メンテナンス性向上



自動化に向く設計

手順と条件が分離されていないテスト
ケース

→手順が変わるたびに全てをメンテナン
スしなければならず、メンテナンス性が
悪い



自動化に向く設計

全てのテストケースの手順を
更新しなければいけない

一か所だけの更新で済む

手順と条件が分かれていない場合 手順と条件が分かれている場合



自動化に向く設計

自動化に向くようなテスト設計ができる
ところ



自動化に向く設計

自動化に向くようなテスト設計ができる
ところ

→「手順、結果の確認方法が一定」かつ
「条件のみ複数変化する箇所」



自動化に向く設計

自動化に向くようなテスト設計ができる
ところ
→「手順、結果の確認方法が一定」かつ
「条件のみ複数変化する箇所」
理由：手順の変更、条件の追加どちらに
おいてもメンテナンス箇所を少なく抑え
ることが見込めるため



自動化に向く設計

以下のような箇所は除外

・手順が複数・複雑

・手順と条件の分離が困難

・テストの結果の観測方法が定性的



自動化に向く設計

「手順、結果の確認方法が一定」かつ
「条件のみ複数変化する」例



自動化に向く設計

キーワード駆動でテストできそうな箇所
の分析

→「いずれかのデータを入力し何かをし
た結果を確認できるところ」
＝キーワード駆動に適した箇所とみなし、
手順・条件を洗い出す



自動化に向く設計

前述の条件に当てはまる箇所の検討



自動化に向く設計

入力値に入れる条件の検討



自動化に向く設計

共通する動作のグルーピング



自動化に向く設計

条件の詳細化

・条件の具体値検討

・どの条件をどの入力テストで使用するか

・条件のカテゴライズ（正常系・異常系）



自動化に向く設計

どの条件をどの入力テストで使用するか



自動化に向く設計

条件の具体値検討（一例）



自動化に向く設計

条件の具体値検討（一例）

メールアドレスのフォーマット



自動化に向く設計

条件の具体値検討（一例）

デシジョンテーブルで出した条件の具体値



自動化に向く設計

テスト実装例



自動化に向く設計

何が嬉しいか？
・更新する箇所の煩雑化が防げる（手順
なら一か所、条件ならテーブルに追加す
るだけでよくなる）

・将来テストを自動化するときにキー
ワード駆動のテストを実装しやすくなる



まとめ

・全体図の作成で影響範囲の分析をしやすくする

・共通している部分はテスト設計を共通にする

・条件を明確に分けられそうなところは手順と条
件を分けてテストケースを作成しておく

これらによってテスト設計をスムーズにし、頻繁
なリリースに耐えられるようにすることができる。



ご清聴ありがとうございました。


